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多機能型障がい福祉サービス事業所 えーる油山 
（管理者 小関正利・発行者 大坪飛鳥） 

福岡市城南区東油山 1 丁目６－３９ 

ＴＥＬ092-834-8900／ＦＡＸ092-834-8910 
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施設長トーク 障がい者の生涯学習 

文部科学省の「学校卒業後における障害者の学びの推進に関する有識者会

議」において障がい者の生涯学習を推進する際の基本的考え方や具体策を示し

た報告書が出ていた。この会議は、2017年当時の大臣が、特別支援教育の生涯

学習化に向けてと題するメッセージを出したところが出発点である。その報告の

中には、「障がい者施設に生涯学習の担い手となるよう期待している」とある。期

待はありがたいが、ではその予算は、人は、施設設備は？と思ってしまった。人材不足の中、文科省と厚

労省は、その調整を図ってくれているのだろうかとつい不信感が先に立ってしまった。報告書では、「誰も

が、障害の有無に関わらず共に学び、生きる共生社会」を掲げ、学卒後の障がい者への理解促進が挙げ

られた。卒後の学びの場としては、公民館や特別支援学校同窓会、大学の公開講座、障がい者施設によ

る自律訓練や就労移行支援、就労継続支援などのサービスの中で学びの機会を期待したものであろう。

簡単に申し上げると、福祉施設に担い手を期待したものと言えよう。 学校に関して言えば、本人の「個別

の教育支援計画」を進路先の障がい者施設などに適切に引き継ぐこと（３年間の移行支援計画）と障がい

者施設には、生涯学習の担い手として学びの場を充実することを求めている。提案は大変ありがたいこと

と思うが、まだまだ障がいへの理解が進まない現実と具体的施策を見ると、もどかしい。 

 

           多機能型障がい福祉サービス事業所えーる油山施設長 小関 正利 

ＣＨＡＮＮＥL   ～平成 31年度 えーる油山入所式～ 
４月６日（土）にえーる油山入所式を行ないました。今年度は、３月から移行支援でえーる油山に通って

いた仲間を含めた５名の新しい仲間たちがえーる油山に入所しました。 

新しい仲間にとってはえーる油山の仲間として初めて参加する大きな行事でしたが、先輩たちも含めて

皆落ち着いて式に臨むことができていました。式の最後には皆で手拍子をしてえーるの歌を大合唱しまし

た♪                                                     （支援員 大坪） 

 4月の公園外出は桜を求めて様々な公園に行きました。そ

の中でも西油山中央公園の桜は目を見張る物でした。仲間

より職員が楽しんでいた公園外出だったと思

います。そんな中でも、ＴさんやＦさんが「桜

綺麗だね」と言ってくれていました。今後も仲

間たちと季節を楽しみながら歩いて行きたい

と思いました。        （支援員 坂本） 

その２ 

4月１日より、えーる油山に配属されるこ

とになりました辻正太郎と申します。 

通所の経験がなく初めてで慣れない点が

多くありますがえーるの仲間と一緒に成長

できればと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。 

（支援員 辻） 
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16日 ハローデイ周船寺店バザー 

19日 つくしんぼ祭り／油山クリーン作戦 

23日 ボンラパス薬院店バザー 

2日 ハローデイ春日店バザー  

3日 えーる油山 開所日 

4日 博多どんたく港まつり（城南区演舞台） 

7日 ハローデイ橋本店バザー 


